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（
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
国
管
理
空
港
等
の
運
営
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

民
間
の
能
力
を
活
用
し
た
国
管
理
空
港
等
の
運
営
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
第
四
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
空
港
保

安
管
理
規
程
」
を
「
空
港
機
能
管
理
規
程
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
四
十
七
条
の
三
ま
で
」
を「（
第
二
項
第
五
号
を
除
く
。）、
第
四
十
七
条
の
二
及

び
第
四
十
七
条
の
三
」
に
、「
、「
空
港
に
」
を
「
、「
空
港
等
及
び
航
空
保
安
施
設
」
に
、「
）
に
」
を
「
）
及
び
同
項
第

三
号
イ
に
規
定
す
る
共
用
空
港
航
空
保
安
施
設
」
に
、「
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
」
を「
同
号
イ
」に
、「
同

条
第
二
項
中
「
空
港
等
」
を
「
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
空
港
等
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
施
設
（
民
間
航
空
専
用

施
設
に
限
る
。）」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
空
港
等
」
に
、「
空
港
保
安
管
理
規
程
」
を「
空
港
機
能
管
理
規
程
」に
、「
民

間
航
空
専
用
施
設
保
安
管
理
規
程
」
を
「
民
間
航
空
専
用
施
設
機
能
管
理
規
程
」
に
、「
空
港
の
保
安
」
を
「
空
港
」

に
、「
民
間
航
空
専
用
施
設
の
保
安
」
を
「
民
間
航
空
専
用
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
か
ら
第

四
十
七
条
の
三
ま
で
の
規
定
及
び
」
を「（
第
二
項
第
五
号
を
除
く
。）、
第
四
十
七
条
の
二
及
び
第
四
十
七
条
の
三
の

規
定
並
び
に
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
第
一
号
中
「
第
四
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
民
間

航
空
専
用
施
設
保
安
管
理
規
程
」
を
「
民
間
航
空
専
用
施
設
機
能
管
理
規
程
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
ハ
中
「
第
百
三
十
二
条
各
号
」
を
「
第
百
三
十
二
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、

同
号
ニ
中
「
第
百
三
十
二
条
の
二
第
五
号
」
を
「
第
百
三
十
二
条
の
二
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「
第
百
三
十
二
条
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
三
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
百
三
十
二
条
の
二
た
だ
し
書
」
を
「
第
百
三
十
二
条
の
二
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

平
成
三
十
二
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
特
別
措
置
法
（
平
成

二
十
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
八
条
中
」
を
「
第
九
条
中
」
に
、「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
、「
単

に
「
対
象
空
港
」
を「「
対
象
大
会
関
係
空
港
」
に
、「
第
二
号
」
を
「
第
四
号
」
に
、「
及
び
対
象
空
港
の
」
を
「
並
び

に
対
象
大
会
関
係
空
港
の
」
に
、「
対
象
空
港
に
」
を
「
対
象
大
会
関
係
空
港
に
」
に
、「
当
該
対
象
空
港
の
」
を
「
当

該
対
象
大
会
関
係
空
港
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

高
市

早
苗

文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

防
衛
大
臣

河
野

太
郎

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
六
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
二
号

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
一
条

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「

第
五
条
」
を
「
・
第
二
条
」
に
、「
第
二
章

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
」
を
「
第
二
章

基
本
方
針
及
び

第
三
章

管
理
計
画
の
認

第
四
章

マ
ン
シ
ョ
ン
管

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
計
画
等
（
第
三
条

第
五
条
の
二
）

定
等
（
第
五
条
の
三

第
五
条
の
十
三
）

理
士

」に
、「
第
三
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、「
第
四
章
」

を
「
第
六
章
」
に
、「
第
五
章
」
を
「
第
七
章
」
に
、「
第
六
章
」
を
「
第
八
章
」
に
、「
第
七
章
」
を
「
第
九
章
」
に
改

め
る
。

第
一
条
中
「
か
ん
が
み
、」を
「
鑑
み
、
基
本
方
針
の
策
定
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
計
画
の
作
成
及
び
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
計
画
の
認
定
並
び
に
」
に
、「
を
定
め
、」を
「
及
び
」
に
、「
登
録
制
度
を
実
施
す
る
等
」
を
「
登
録

制
度
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、」に
、「
を
推
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
」
を
「
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
各
号
中
「
者
」
を

「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
十
三
第
二
項
又
は
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改

め
る
。

第
百
九
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
五
十
六
条
第
三
項
」
の
下
に
「
又
は
第
八

十
八
条
第
一
項
」
を
加
え
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加

え
る
。

六

第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
書
面
を
交
付
せ
ず
、
若
し
く
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
な
い
書
面
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
の
あ
る
書
面
を
交
付
し
た
と
き
、
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
方
法

に
よ
り
提
供
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
を
欠
い
た
提
供
若
し
く
は
虚
偽
の
事
項
の
提
供
を

し
た
と
き
。

七

第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
記
名
押
印
の
な
い
書
面
を
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
べ
き
者

に
対
し
交
付
し
た
と
き
。

八

第
八
十
条
又
は
第
八
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
百
十
八
の
項
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
、「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
許

可
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
三
十
一
条
の
六
第
一
項
の
登
録
、
同
法
第
百
三
十
一
条
の
八
第
一
項
の
登
録
の
更
新
、

同
法
第
百
三
十
一
条
の
十
第
一
項
の
届
出
又
は
同
法
第
百
三
十
一
条
の
十
三
第
一
項
の
登
録
の
抹
消
」
を
加
え
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条

附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
の
百
十
八
の
項
中「
、
同
法
第
百
三
十
一
条
の
六
第
一
項
の
登
録
、

同
法
第
百
三
十
一
条
の
八
第
一
項
の
登
録
の
更
新
、
同
法
第
百
三
十
一
条
の
十
第
一
項
の
届
出
又
は
同
法
第
百
三
十

一
条
の
十
三
第
一
項
の
登
録
の
抹
消
」
と
あ
る
の
は
、「
又
は
無
人
航
空
機
等
の
飛
行
に
よ
る
危
害
の
発
生
を
防
止
す

る
た
め
の
航
空
法
及
び
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
三
条
第
二
項
の
登
録
」
と
す
る
。
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